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平成 21 年京丹後市議会９月定例会提出補正予算 

一般会計補正予算他、５特別会計、１企業会計の補正予算を編成 

９月２日議案提出 
 

平成 21 年 8 月 27 日 

京 丹 後 市 役 所  
 

■一般会計補正予算（第３号）  

    補正額 １０億４,８７５万円の追加 

補正後予算総額 ３２１億９,２５５万円 

 
◆９月補正は、国府等の事業採択に伴うもの、緊急的なものなどを補正計上 
 
 

【主な補正事業】  

○産業･雇用緊急･総力支援策               １億９,８４０万円 
  

（１）中小企業緊急雇用安定助成金（追加）            １億円 

休業中の給与保障として国の助成率 4/5 に加え、事業主の負担を解消するため市が 

追加助成（⇒対象経費の全額助成） 

 
経済情勢等が依然として厳しい状況にある中、雇用維持をさらに推進するため、国の中小

企業緊急雇用安定助成金とあわせ、市独自の助成金を交付しているところであるが、当初

予想していた休業等の件数を大幅に超える実情であり、引き続き事業主の経費負担の軽減

を図るため増額するもの。 

 

 （２）信用保証料補助金（追加）            ９,６００万円 

     平成 20 年 11 月以降の融資実行分から特例として信用保証料補助金を抜本拡充 

⇒補助率特例（100％補助）適用対象業種を全業種に拡大（従前は建設業と織物業） 

       ⇒補助限度額の引き上げ（建設業のみ 40 万円→60 万円） 

      経済情勢等が依然として厳しい状況にある中、当初予想していた以上の交付額が今後見込まれ

るため増額するもの。 
 

 （３）建設業需要拡大緊急支援住宅改修費補助金（追加）  ２４０万円 

      住宅の増改築工事に要する経費の一部を助成しているが、予想以上の申請が今後見込ま

れるため増額するもの。（市内業者に発注する 50 万円以上の工事を対象として、3 万円

を限度に助成） 
 
※以下、予算書掲載順 
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○国民文化祭準備経費［新規］                      ６６万円 

   平成 23 年秋に京都府で開催される第 26 回国民文化祭に向け、国民文化祭京丹後市実行委員会

及び事業別企画委員会を設立するもの。 

・開催日時：平成 23 年 10 月 29 日（土）～11 月 6日（日） 

・開催場所：京都府内の各市町村（全市町村） 

・開催事業：「小町ろまん短歌大会」、「シルクファッションフェスティバル」、「シンポジウム・

百歳健康長寿推進のまちづくり」 

 

 

○水と緑の里づくり支援員設置事業［新規］            １６１万円 

   人口減少や高齢化などにより集落規模が極めて縮小し、集落における自治機能の低下が懸念さ

れる地域を対象に集落支援員を公募により設置するもの。（65 歳以上が半数を超え、10 世帯未

満である市内 7集落が対象） 

・対象地域：丹後町井谷・上山、弥栄町中山・須川・大谷・来見谷、久美浜町奥山 

 

○地方バス路線運行事業                     ４００万円 

市内の公共交通空白地域の解消や観光路線育成のため、「上限 200 円バス」の路線拡大を実施

するもの。※現在の弥栄病院線を木津･浜詰･平田方面まで延伸する。（10月 1日から運行開始） 

 

○防犯委員会設置経費［新規］                   ２９万円 

犯罪の被害を受けた方及びその遺族の方々に対する支援を行うため、平成 21 年 4 月に施行し

た「京丹後市犯罪のない安全で安心なまちづくり条例」に基づき京丹後市防犯委員会を設置す

るもの。（防犯推進委員 10 人、区長連絡協議会 7 人、市 PTA 協議会 6 人、市老人ｸﾗﾌﾞ連合会 1

人、婦人団体 6人 計 30 人） 

 

○京都地方税機構負担金［新規］                １,４３２万円 

税務共同化によるコスト削減と税収の確保、公平公正で効率的な税務行政の確立を図るために

平成 21 年 8月に設立された京都府及び府内全市町村で構成される広域連合「京都地方税機構」

に対する負担金 

 

○グループホームスプリンクラー設置費補助金［新規］       １,４３８万円 

   グループホームのスプリンクラー設置経費に対し助成するもの。（4事業所） 

※275 ㎡以上のグループホームについて平成 23 年度末までに設置を義務付け 

 

○子育て応援特別手当                      ５,７５４万円 

   国の補正予算による臨時措置として平成 20 年度に引き続き「子育て応援特別手当」を支給す

る。平成 21 年度に限り、3 歳から 5 歳までの全児童に一人あたり 36 千円を支給するもの。（基

準日：10 月 1日、対象児童数：1,510 人、申請受付：12 月 11 日～） 

○新型インフルエンザ対策病院事業会計繰出金            １４０万円 

   新型インフルエンザ対策として、弥栄･久美浜の両病院が専用発熱外来に使用するユニットハ

ウスを設置するため、病院が負担する経費の 1/2 を一般会計から繰り出すもの。 
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○丹後地区ごみ広域処理研究会負担金［新規］            ２２５万円 

   丹後地区におけるごみの広域処理について研究検討するための研究会を 2市 2町（宮津市、京

丹後市、与謝野町、伊根町）で設立するもの。（負担金は各団体均等割り、主に検討調査費） 

 

○福祉職就職フェア開催事業［新規］                 ６１万円 

   福祉職場の人材確保を目的とし、福祉職場の魅力を直接伝えるため「就職フェア」を開催する

もの。求人募集を予定している福祉事業所のほか、訪問介護員（ホームヘルパー）2級養成講座

受講者、一般求職者、大学等の未就職卒業者及び来春卒業予定者、Uターン希望者等が参加（10

月、1月の 2回開催予定） 
 

○共に育む命の里事業［新規］                １億２５２万円 

   京都府の里力再生事業に基づき、複数の集落が連携・協力して行う生活環境基盤及び農業生産

基盤の整備を支援するもの。※市道等改修、集会施設等改修、農道及び水路補修 
・五十河地区（大宮町）、宇川連合地区（丹後町） 

 

○農地有効利用支援整備事業［新規］               ２,３１８万円 

   農道や農業用水利施設等の老朽化により営農の継続が困難と見込まれ、耕作放棄地となるおそ

れがある施設について更新整備や補修を実施するもの。国の補正予算により、平成 21 年度に限

り補助事業の採択要件が緩和され、京都府土地改良事業団体連合会からの補助事業を活用でき

ることとなった。 

 

○猪･鹿肉処理施設整備事業                     ４,５４７万円 

   保健所の指導により猪と鹿を別々に処理するための間仕切りを設けるとともに、猟友会の指摘

により猪の吊り下げに必要な天井高を確保するための経費を増額するもの。また、建設予定地

の変更により水道施設の整備が必要となったため増額するもの。 

 

○地域水産物供給基盤整備事業                 １億８,５００万円 

   浜詰漁港（夕日泊地）の整備について、平成 20 年度において災害復旧により実施できなかっ

たことから、国の補正予算を活用して事業の進捗を図るため増額するもの。 

 

○京都市と連携した和装産業活性化連携事業［新規］          ８６万円 

   和装振興として初めて京都市と連携して、きもの需要に直結する効果的なプロモーション事業

を展開し、和装産業の更なる活性化を図り、「丹後ちりめん」を中心とする「丹後織物」の認知

度の向上と日本最大の絹織物産地「丹後」の競争力の強化および新たな需要開拓につなげる。 
    （実施主体：丹後ファッションウィーク開催委員会） 

   ・第１回日本染織文化博覧会（東京都）への出展 10 月 23 日（金）～25 日（日） 

   ・伝統産業の日 2009（京都市）への出展 3月 20 日（金）～22 日（日） 

 

○観光のまちづくり推進事業補助金                   ５０万円 

   市内で製造業を営む事業者が交流人口の増加を図るために行う環境整備（見学ルート、体験事

業の充実等）に対し補助金を交付する。丹後の藤布知的体験施設の整備について申請が見込ま

れるため増額するもの。 

 



 

○地域活力基盤創造交付金事業（効果促進事業分）      １億５,３９５万円 

   道路特定財源の一般財源化に伴い、平成 20 年度までの地方道路整備臨時交付金事業が見直さ

れ、新たに地域活力基盤創造交付金事業が制度化された。このため、地域活力基盤創造交付金

を活用し、道路整備以外で効果促進事業として実施するもの。（6事業） 

・スクールバス整備事業（29 人乗りスクールバス 2台） 

・多機能型消防車整備事業（消防ポンプ自動車 2台、小型動力ポンプ付積載車 3台） 

・京都縦貫自動車道チャレンジユース推進事業（道路通行料補助及びニーズ調査） 

・電線地中化調査事業（観光名所周辺の景観整備のため、実施可能な地区を調査） 

・多目的広場整備事業（大宮町河辺地区非農用地の土地購入） 

   ・除雪機械整備事業（小型除雪機械 8台）※既決予算分、財源充当のみ 

 
 
 
 

【主な補正財源】 

各事業に対応する分担金、国府支出金、市債等を補正財源とした。また、普通交付税の確

定により財政調整基金の一部を戻すこととし繰入金を減額した。 
 
 

京丹後市ホームページで補正予算編成の経過を公表しています。 

各部局要求額→財政課長査定→財務部長査定→市長査定 
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○特別会計 

 

■国民健康保険事業特別会計補正予算（第２号）  

  補正額    ５,２７７万円、補正後予算総額 ６８億９,２７７万円 

【主な補正内容】 出産育児一時金等保険給付費の増額、退職被保険者等償還金の増額 

 

 

■老人保健事業特別会計補正予算（第１号）  

  補正額    １５８万円、補正後予算総額 ３,２５８万円 

【主な補正内容】 平成２０年度老人保健医療費の確定に伴う社会保険診療報酬支払基金交付金

返還金の増額 

 

 

■介護保険事業特別会計補正予算（第２号）  

  補正額    ５,１７０万円、補正後予算総額 ４７億３,２０９万円 

【主な補正内容】 平成２０年度介護給付費・地域支援事業費国庫負担金等の精算に伴う返還金

の増額 

 

 

■簡易水道事業特別会計補正予算（第２号） 

  補正額    １,９６９万円、補正後予算総額 １２億４,９８０万円 

【主な補正内容】 配水管布設替等工事費の増額 

 

 

■公共下水道事業特別会計補正予算（第２号） 

  補正額    １４０万円、補正後予算総額 ３２億２,１３１万円 

【主な補正内容】 府道久美浜湊宮浦明線マンホール調整工事費の増額 

 

 

■病院事業会計補正予算補正予算（第２号）  

  補正額 収益的支出 ２６６万円、補正後予算総額 ６１億１,２６６万円 

【主な補正内容】 国の産科医等確保支援事業補助金の創設に伴う分娩取扱手当の増額 

 

  補正額 資本的支出 ２,１３８万円、補正後予算総額 １０億３,３３９万円 

【主な補正内容】 新型インフルエンザ対策として発熱外来設置経費及び医療器械購入費の増額 

 


